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 私はベオグラード(セルビア共和
国)にいた幼少期から日本の大フ
ァンでした。友達と一緒に日本大
使館に遊びに行き、様々な写真
や絵を貰うのがとても好きだった
んです。フォルトゥナでは1990年
からチームの世話係の仕事を始
めて今年で27年になりますが、そ
の間には何人もの日本人選手が
このクラブでプレーしました。残念
ながらまだ中心選手として活躍し
た選手はいませんが、現在トップ
チームに所属している金城ジャス
ティン俊樹も可能性を秘めた素晴
らしい選手ですし、今後チームで
活躍出来るようになってくれるこ
とを願っています。

 デュッセルドルフで暮らす者とし
て、もちろんこの街の日本社会のこ
とは良く知っています。インマーマ
ン通りの近くにある日本食レストラ
ンにはときどき行きますし、今はなく
なってしまいましたが、オーバーカッ
セルにあったレストランでも日本食
を食べるのが楽しみでした。日本人
は皆さんいつも友好的で、とても心
地良く思っています。そんな日本人
の皆さんにもっとフォルトゥナを応援
していただければ嬉しいですし、我
々のホームスタジアムESPRITアリ
ーナでより多くの日本人サポーター
を見ることができれば、この上ない
喜びです。是非皆さんのことを、ス
タジアムでお待ちしています。
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 後期開幕からSVザントハウゼ
ン(0-3)、VfBシュツットガルト(0-2)
に複数失点で敗れたフリードヘル
ム・フンケル監督は、カイザース
ラウテルン戦でディフェンスライン
にテコ入れを決断し、ケヴィン・ア
クポグマとカーン・アイハンがセン
ターバックを組むことに。試合は
前半から積極的に攻めるフォル
トゥナだったが、しかし多くのチャ
ンスを活かしきれないと、後半早
々にコーナーキックから先制点を
許してしまう展開。それでも攻勢
を続けたチームは、失点の5分後
にマセル・ゾボトゥカの得点で同

点に追いつくことに成功。逆転こ
そできないも、次節に期待できる
パフォーマンスを披露したかに思
えた。しかし、続くSpVggグロイタ
ー・フュルト戦と1.FCハイデンハイ
ム戦では、再び決定力不足を露
呈。2試合通じて無得点のチーム
は、勝ち点1点の獲得に留まって
しまった。
 第23節は“ヴェストダービー”と
呼ばれるVfLボーフムとの一戦。
試合は立ち上がりからヘニングス
を中心にボーフムゴール前で続
けざまに決定機を作り出したフォ
ルトゥナだったが、相手GKマニュ

エル・リーマンの牙城を崩すこと
ができない。すると再び前半終了
間際に失点を喫し、ここまでの悪
い流れが出てしまう。しかしアウ
ェーまで駆け付けたサポーターの
大声援を受けて後半が始まると、
ついにエース・ヘニングスが沈黙
を破るゴールを決めることに。そ
の後は激しい力と力のぶつかり
合いとなったが、ロスタイムにペ
ナルティエリア内でベブーが倒さ
れてPKを獲得。このチャンスをベ
ブー自らが決め、これによりフォ
ルトゥナが待望の2017年初勝利
を挙げることに成功した。

Bebou schießt Fortuna zum ersten Sieg der Rückrunde!
ベブーの決勝ゴールで後期初勝利！
 2016/17シーズンの後期リーグは、再開から5試合で3敗2分と勝ち星から見放されていたフォルトゥナ。そ
れでもVfLボーフムと対戦した第23節、1点のビハインドを負ったチームは、ローヴェン・ヘニングスとイラ
ス・ベブーの得点で逆転に成功し、2017年初勝利を挙げることに成功した。
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 アイントラハト・ブラウンシュヴァ
イクを迎え撃った第24節は、前節
の逆転勝ちの勢いそのままに、
ボアムートが先制ゴールを挙げ
ることに成功する(37分)。さらに
後半立ち上がりにもベブーが相
手ゴールネットを揺らすも、これ
はオフサイドの判定で認められな
い。すると後半は昇格レースを繰
り広げる相手チームの反撃を許
し、2点を献上するとともに、逆転
負けを喫する結果となってしまっ
た。
　連敗は避けたいフォルトゥナ

は、アウェーでカールスルーエと
対戦。ヘニングスにとっては古巣
対決となったが、そのエースが好
パフォーマンスを披露。26分、カ
ウンター攻撃からルーカス・シュミ
ッツのセンタリングに合わせて先
制ゴールを奪うと、その3分後に
は自らがキッカーを務めたコーナ
ーキックが相手DFのオウンゴー
ルを誘発し、2点のリードで前半を
折り返す。後半に入り、カールス
ルーエの猛攻を受けるもこれを凌
ぐと、試合終了間際には再びヘ
ニングスが決めて3-0。エースが2

得点1アシストの活躍で、フォルト
ゥナの快勝となった。
 2週間の代表ウィークを挟んで
1860ミュンヘンと対戦したフォル
トゥナ。前半をスコアレスで折り返
すと、後半10分、セットプレーから
先制点を奪われてしまう。その後
も素早いカウンター攻撃に手を焼
いたが、守護神GKミヒャエル・レ
ンジングを中心に堅守を見せる
と、反撃のチャンスを伺う展開。し
かし最後までゴールが遠く、この
試合では勝ち点獲得には至らな
かった。

Beste Leistung von Hennings gegen seinen Ex-Club 

ヘニングスが古巣相手に大爆発。



 2017年に入り、勝ち星を重ねてき
たビーレフェルトとアウェーで対戦
した第27節。試合は前半に相手
に先制を許すも、ベブーが再三好
機を演出すると、39分にそのベブ
ーからのセンタリングをアイハン
が決めて同点に追いつくことに成
功する。しかし後半、ゾボトゥカが
ペナルティエリア内でファールを
犯し、2枚目のイエローカードで退
場になるとともに、このPKを決め
られ、結局1-2の敗戦を喫するこ
とに。
 今季の昇格争いの一角を担った
ウニオン・ベルリンとの一戦は、
相手に2点を先行される厳しい試
合展開。それでも諦めない選手た
ちは試合終盤に連続してゴール
ネットを揺らすことに。まずはベブ
ーのセンタリングが相手に当たっ
てオウンゴールを誘発すると(80
分)、ロスタイムには途中投入され
たエズカン・ユルドゥルムが、ベブ
ーの折り返しを頭で押し込み同点
に。敗戦濃厚と思われた試合を

追いつき、勝ち点1点を得る試合
となった。
 試合後の記者会見でフンケル監
督が「今シーズンのベストパフォ
ーマンスだった」と語ったドレスデ
ン戦では、その言葉の通りフォル
トゥナが前半から相手を圧倒する
と、ガートナーのが先制点の獲得
に成功する(17分)。その後も勢い

そのままにシュートチャンスを作り
続けたフォルトゥナだったが、相手
GKやゴールポストにも阻まれ、な
かなか追加点が奪えない。すると
77分に一瞬の隙を突かれ、同点
ゴールを決められてしまう。その
後は相手の堅守を崩せず1-1でタ
イムアップを迎え、勝ち点2点を取
りこぼす結果となってしまった。
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3試合4得点5失点で、獲得勝ち点は2点に。

　得点不足を解消しつつあるフォルトゥナは、DSCアルミニア・ビーレフェルト戦から3試合連続で得点を挙
げる。しかし一方で失点をゼロに抑えることができず、その結果、獲得勝ち点は2点に留まることに。

4 Tore und 5 Gegentreffer bringen in 3 Spielen nur 2 Punkte



 足踏み状態が続くフォルトゥナに
とって、第30節のザンクトパウリ
戦は、さらに試練を大きくする試
合となった。キックオフから5分、こ
こまで堅守を支えてきたアクポグ
マが、相手選手との接触により脊
髄骨折の重傷を負ってしまう。そ
の後試合は、アダム・ボッツェック
とアンドレ・ホフマンが退場するな
ど大荒れの展開となり、1-3での
敗戦となってしまう。怪我人や出
場停止で選手総動員となった翌
週は、アウェーでハノーファーと対
戦。18歳DFのグルカン・ギュルが
フォルトゥナデビューし、好パフォ
ーマンスを披露するも、昇格候補
相手に一歩足らず、この試合も残
念ながら0-1で落としてしまう。
 いよいよ残留争いも佳境に差し

掛かり、大一番となったのは第32
節のヴュルツブルガ―・キッカー
ズ戦。フォルトゥナ同様に後半戦
に取りこぼしが続く3部からの昇格
クラブだったが、試合はまさかの
先制ゴールを奪われる展開に。こ
の試合に敗れると後がなくなるフ
ォルトゥナは、最後の力を振り絞っ
て反撃を仕掛けると、後半ロスタ
イムに奇跡が起こる。ユリアン・シ
ャウエルテの蹴ったフリーキックは
相手ゴール前の密集を超え、GK
の手を掠めてそのままゴールイ
ン。劇的な同点劇でラスト2試合に
希望を繋ぐこととなった。
 13位のフォルトゥナから17位のビ
ーレフェルトまでが勝ち点3差にひ
しめいた状態で迎えた第33節、フ
ォルトゥナはアウェーでニュルンベ

ルクと対戦。大雨の中でキックオ
フを迎えると、試合は激しい点の
取り合いに。しかしこのシーソーゲ
ームを制したのは、88分のマドル
ンクのヘディングシュート。2試合
連続のラストミニッツゴールで3-2
の勝利を収め、残留に向けて大き
な一歩を踏み出すこととなった。
 そして最終節、37320人が詰めか
けたホームでのアウエ戦では、
開始から攻勢に出たフォルトゥナ
が、勢いそのままにガートナーの
ゴールで先制を奪う展開。その後
も終始試合を優位に進めると、そ
のまま危なげなく勝利を収めるこ
とに成功。ラストの3試合で勝ち点
7点を獲得したフォルトゥナは、最
終順位を11位で2016/17シーズン
を締めくくる結果となった。
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Nach dem Endspurt auf Rang elf
ラストスパートで11位フィニッシュ。





Foto: C. Wolff

LAST
MINUTE

GOAL
VS. 1.FC NÜRNBERG
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 U17 / SHINTA APPELKAMP
アペルカンプ真大
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まずは今年はどんなシーズンだった
かな。
 開幕当初はチームも好調で勝ち星
を重ねていたけど、12月あたりから
怪我人が多発してしまい、下の学年
の選手たちも加えなくてはいけない
状況になって勝てない試合が増えて
しまいました。それでもチームメート
との関係は良好だったし、監督コー
チ陣ともしっかり話し合いながら、チ
ームを好転させることができたと思
います。

今季は主にキャプテンとしてプレーし
てきたわけだけど。
 本来のキャプテンのドミニック(チカ
ッチ)がシーズン序盤に負傷し、長期
離脱することになったため、シジッチ
監督からゲームキャプテンに指名さ
れました。自分はキャプテン向きじゃ
ないので、最初はあまり前向きでは
なかったのですが、任された以上チ
ームを引っ張らなくてはという自覚が
芽生えましたし、勝てない時期は責
任も感じました。そういうときは意識
的に練習の時から選手間で喋るよう
にしようと心掛けてました。

そんな中、U17日本代表から初招集
されたよね。
 日本にいたころから代表チームとい
うものは目標でしたし、やはり代表
のメンバーはいつも意識して見てい
ました。ドイツでプレーしていても、こ
うやって選んでもらえたことはすごく
嬉しかったですし、チャンスを活かさ
なくちゃと強い思いはありました。

U17代表チームに合流してみてどう
だったかな。
 チームに合流した最初は少し緊張
しましたが、練習や移動などを通じ
て選手たちともコミュケーションが取
れるようになってからは問題なかっ
たです。日本代表チームのユニフォ
ームを着れることはもちろん、U17ア

メリカ代表と対戦できたことも本当に
良い経験になりました。フォルトゥナ
に戻ってもそれを活かそうと思って
意識しています。

U19デュッセルドルフ国際サッカー大
会以降、U19チームでのプレー機会
を得ているよね。
 そうやって飛び級でチャンスを貰え
ることは嬉しいですし、年上の選手
たちとプレーすることもすごく良い経
験になります。U19年代は遥かにテ
ンポも速いし、相手の寄せやフィジ
カルもレベルが高いと感じました。(4
月30日の)残留を決めたミュンスター
戦では、2点リードを許したところから
3-2の逆転勝利となりましたが、そう
いう精神力の部分も学ぶことができ
ましたし、この試合でスタメンフル出
場できたことも自信になりました。

フォルトゥナでプレーできていること
の良さは？
 監督コーチやアカデミースタッフに
評価してもらえ、飛び級でチャンスを
貰えることは大きいと思っています。
学校などのサポートも充実している
し、とても感謝しています。他のカテ
ゴリーに3人の日本人選手たちがい
ることも心強いですし、特に日本デ
スクの存在は大きなアドバンテージ
だと思っています。

自分の長所と課題は何かな。
 U17日本代表やU19チームでプレー
してみて、技術の面では問題ないと
感じたし、ボールを持っているときは
しっかりとゲームメイクに絡んでいく
ことができることが分かりました。そ
ういう自分の持ち味はこれからも出
していきたいです。一方でフィジカル
面はもっともっと伸ばさなくちゃいけ
ないし、競り合いも勝てない部分が
多かったです。守りの時間が続くと
体力的にもきつくなるので、その部
分も改善しないといけません。

将来的な目標を教えてくれる？
 まずはU19チームでキープレーヤ
ーにならなくてはと思いますし、その
先にはもちろんトップチームで契約
を勝ち取ることを目標に考えていま
す。それから今後も年代別の代表チ
ームを意識していきたいですし、また
呼んでもらえるように努力しなくては
と思ってます。

最後にこのクラブをアピールしてくれ
るかな。
 デュッセルドルフの皆さんには、こ
のクラブを是非もっと応援して欲しい
です。それだけでなく、日本でも皆さ
んにもっと知ってもらえれば嬉しい
です。フォルトゥナを有名にするため
に、ボクももっともっと頑張ります！

 U17チーム所属のアペルカンプ真大(16歳)にとって、今季は飛躍の1年となったはずだ。シーズン序盤にゲ
ームキャプテンに指名され、キャプテンマークを巻いてチームを牽引した16歳の日独ハーフは、今年3月に
はU17日本代表から初招集を受け、アメリカ遠征にも参加しただけでなく、その後はU19チームでもデビュ
ーを果たしている。そんな“シンタ”にこの1年を振り返ってもらった。

アペルカンプ真大 Shinta Appelkamp

 Shinta Appelkamp

 所属： U17チーム

 生年月日： 2000年11月01日

 身長： 174㎝

 体重： 63㎏

 国籍： 日本/ドイツ

 加入年： 2015年

 出身地： 東京

 現住地： デュッセルドルフ
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 試合はまず、大学選抜がチャン
スを掴む。ジャーメイン良が裏に
抜け出し、GKラース・ウナシュタ
ールの頭上を抜くループシュート
を放つも、これはアンドレ・ホフマ
ンがアクロバティックなプレーで
掻き出し、失点は免れる(4分)。逆
にフォルトゥナも8分、エマニュエ
ル・イヨハが左サイドから抜け出
すと、GK小島亨介と1対1のシー
ンを迎える。しかしこれは相手GK
のファインセーブにより、得点は
奪えない。再び攻勢に出た大学
選抜は12分、名古新太郎がミド
ルシュートを放つと、続けて重廣
卓也も決定機を得るが、どちらも
ウナシュタールが安定したパフォ
ーマンスを見せる。 

 すると37分、フォルトゥナが先制
ゴールを挙げることに。左サイド
を突破したアクセル・べリングハ
ウゼンがセンタリングを上げる
と、リッターが技ありのヒールシュ
ートでゴールネット揺らすことに成
功する。前半はその後も激しい攻
防が続いたが、新しく得点が生ま
れることはなく、ハーフタイムとな
った。 
 後半は、べリングハウゼンに代
わって左サイドに入ったU23チー
ムのタオウフィック・ナシリのミド
ルシュートで幕を開ける(49分)。し
かしその後は再び積極的に大学
選抜が攻撃を仕掛けてくると、52
分には脇坂泰斗が、59分には山
口一真がそれぞれ決定機を掴

む。一方フォルトゥナも62分にア
リアニト・フェラティが反撃のシュ
ートを放つも、追加点には至らな
い。 
 すると65分、大学選抜はサイド攻
撃から、最後は中央で旗手怜央
に合されて同点ゴールを奪われ
ると、69分にも米田隼也のアシス
トから脇坂がゴールネットを揺ら
し、逆転を許してしまう。同点ゴー
ルを狙うフォルトゥナは、金城(80
分)、ジェロム・キーゼヴェッター
(81分)、リッター(83分)がそれぞれ
狙うも、どれも相手ゴールマウス
は捉えきれず。すると逆に85分、
カウンターから三笘薫に追加点を
奪われ、試合はそのまま1-3の敗
戦でタイムアップとなった。

Testspiel gegen japanisches Universitäts-Auswahlteam
全日本大学選抜とテストマッチ。
 フリードヘルム・フンケル監督は3月8日(火)、出場機会の限られている選手たちのために、全日本大学選
抜とのテストマッチを行った。試合はマーロン・リッターのゴールでフォルトゥナが先制したが、後半に入ると
3失点を許し、1-3で敗戦となった。なおこの試合では、金城ジャスティン俊樹がボランチでフル出場しただ
けでなく、後半にはU23チーム所属の橋本峻弥も出場した。

FORTUNA VS. JAPAN
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 この春休みは全日本大学選抜だ
けでなく、多くのチームが日本から
来独し、フォルトゥナと親善試合を
行った。伊藤遼哉擁するU19チー
ムはJFAアカデミー福島U18と対戦
し、7-2の大勝を収めた一方、清水
エスパルスU18との一戦ではU18
チームとのミックスチームで挑んだ
が、3-2で競り負けることとなった。
なおそのU18チームは単独で大阪
府選抜と対戦し、5-1の勝利を収
めている。
 アペルカンプ真大所属のU17チ
ームは千葉県の八千代高校対戦
し、試合終盤に連続得点を挙げて
4-1の勝利を収めた。なおアペル
カンプはU17日本代表のアメリカ遠
征に参加中だったため、この試合
には出場しなかった。また仙台育
英高校を迎え撃ったU16チームは
前半に2点を先行されるも、ハーフ
タイムまでに2点を奪い返す展開。
後半は一進一退となったがどちら
にも決勝ゴールは生まれず、試合
は2-2でタイムアップとなった。さら
にルーヴェン高崎U15チームをゲ
ストに迎えたU15チームは、U14チ
ーム所属の選手とテスト生も数人
出場したが、後半に大量得点を挙
げることに成功し、7-0の大勝を収
める結果となっている。

Viele japanische Teams zu Gast bei Fortuna
多くの日本チームがフォルトゥナと対戦。

FORTUNA VS. JAPAN

	 3月07日(火) 13:00　フォルトゥナ(トップチーム) 1-3 全日本大学選抜

	 3月07日(火) 19:00　フォルトゥナU16 2-2 仙台育成高校

	 3月08日(水) 18:30　フォルトゥナU19 7-2 JFAアカデミーU18　

	 3月20日(月) 19:00　フォルトゥナU19/U18 3-2  清水エスパルスU18

	 3月20日(月) 19:00　フォルトゥナU17 4-1 八千代高校

	 3月26日(日) 11:00　フォルトゥナU18 5-1 大阪府選抜

	 3月29日(水) 19:00　フォルトゥナU15 7-0 ルーヴェン高崎U15
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 今年で55回目を数えるU19チャ
ンピオンズトロフィーは、多くの未
来のスターの登竜門とも言うべき
大会。今年も主催クラブのBV04
の他、ボルシアMG、FSVマイン
ツ、フォルトゥナのドイツ勢に加
え、同大会3連覇中で、また今年
のUEFAユースリーグを制したザ
ルツブルク(オーストリア)と、同様
に準優勝となったベンフィカ・リス
ボン(ポルトガル)が出場しただけ
でなく、リヴァプール(イングラン
ド)、FCノアシュラン(デンマーク)、
クルゼイロ(ブラジル)、そして日本
から全日本高校選抜など、世界
中から未来のタレントたちが集結
した。
 グループリーグの初戦で高校選
抜と対戦したフォルトゥナは、伊
藤遼哉が先発出場。すると早速
鋭いスルーパスでチャンスを演出
するなど、攻撃陣を牽引する。し
かし町田修斗のミドルシュートで
失点を許すと、さらにコーナーキ
ックから三国スティビアエブスに
追加点を奪われる展開に。後半
にはU17チーム所属のアペルカン
プ真大も出場し、反撃の機会をう

かがったが、結局試合はそのま
ま0-2でタイムアップとなった。
 その後もフォルトゥナは、ザルツ
ブルク(0-2)とノアシュラン(0-3)に
連敗し、グループリーグ敗退が決
定してしまう。それでも伊藤とアペ
ルカンプが揃って出場した4戦目
のマインツ戦では、セットプレー
からモリッツ・モンタークがヘディ
ングゴールを決めて、リードを奪
うことに成功する。その後もアペ
ルカンプが鋭いスルーパスで攻
撃を演出するなど、強豪マインツ
を相手に一歩も引かない戦いを
見せ、最後までこのリードを守り
切ったフォルトゥナが、今大会初
勝利を挙げることとなった。

ザルツブルクが4連覇達成。
 それぞれのチームがグループリ
ーグで4試合を戦った結果、グル
ープ1からは1位ザルツブルクと2
位ノアシュランが、またグループ2
からは1位でボルシアMGと2位リ
ヴァプールが準決勝進出を果た
した。そしてそれぞれ接戦を制し
て決勝に進出したのは、ボルシア
MGとザルツブルクの2チーム。決

勝戦は2015年と同じ対戦カードと
なったが、結局リベンジに挑んだ
ボルシアMGを2-1で破ったザル
ツブルクが、この大会での4連覇
を達成することとなった。なお5位
決定戦に回った高校選抜は、ク
ルゼイロに3-0の快勝を収め、同
大会を終了している。

U19 Champions Trophy
U19デュッセルドルフ国際サッカー大会
　毎年イースター休暇にデュッセルドルフで行われる国際サッカー大会U19チャンピオンズトロフィーが今
年も開催され、全日本高校サッカー選抜を含む国際色豊かなチームが名を連ねた。2012年の優勝チーム
であるフォルトゥナU19チームは、新しく東洋タイヤ社のロゴがプリントされたユニフォームを纏って参戦し
たが、残念ながら今年はグループリーグで敗退となった。

	大会の主な結果

フォルトゥナ 0-2 高校選抜

フォルトゥナ 0-2 ザルツブルク

フォルトゥナ 0-3 FCノアシュラン

フォルトゥナ 1-0 FSVマインツ

	準決勝：

ザルツブルク 1-0 リヴァプール

ボルシアMG 0-0(PK:3-0) FCノアシュラン

	5位決定戦：

高校選抜 3-0 クルゼイロ

	3位決定戦：

リヴァプール 1–2 FCノアシュラン

	決勝戦：

ザルツブルク 2-1 ボルシアMG
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 今年で16回目を数えたデュッセ
ルドルフの日本デーは、快晴に
も恵まれて多くの人で賑わうこと
に。その中でもひと際目立つ真っ
赤なフォルトゥナテントが今年も
登場し、多くの人たちが立ち寄る
スポットとなった。
 今年の“フォルトゥナコーナー”
では、プレミアムパートナーの東
洋タイヤ社が子供用のTシャツ

1500枚を配布し、お土産として人
気を博したほか、子供のためのド
リブルチャレンジをオーガナイズ
し、多くのキッズがこのタイムトラ
イアルに挑戦した。チャレンジに
成功した子供たちのためにサッカ
ーボール100個が用意されていた
が、16:00前にはすべてのボール
がなくなるほどの大盛況だった。
 さらには金城ジャスティン俊樹

も会場に駆けつけ、多くのファン
たちのためにサイン会を開催。こ
ちらも大好評となり、ジャスティン
も写真撮影にも応じるなど、終始
笑顔のイベントとなった。なお、
このチャレンジの参加費1ユーロ
は、当日に募金活動を行ったフォ
ルトゥナのソーシャルパートナー
であるaction medeorへ寄付となっ
ている。

Fortuna meets Japan
日本デー 2017
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